


なぜケトン体の検査が必要なのでしょうか？
●インスリンの作用不足によって、糖分がエネルギー源と
してうまく利用されないと、体は脂肪を分解してエネル
ギーを得ようとします。この時、生産されたケトン体は血
中や尿中へ排泄され、ケトーシスの状態になります。これ
が進行して血液が酸性になった状態がケトアシドーシス
です。尿糖は強陽性となります。いずれも体にとって危険
信号なので、少しでも早く発見する必要があります。
●飢餓状態のときにも、エネルギー源として脂肪が使われ、
その結果として尿ケトン体が陽性になります。食欲がなく、
体調不良な時には検査をしましょう。この場合に尿糖は
陰性です。

いつ尿ケトン体検査をしたら良いでしょうか？
●高血糖でケトーシスやケトアシドーシスを疑うとき。
●インスリン治療を中断したとき。
●肺炎などで高熱がつづくとき。
●腹痛、嘔吐で食事がとれないとき。
●過度なダイエットや精神的ストレスなどで体調不良のとき。

ケトーシスやケトアシドーシスを放置しておくと意識障害
から昏睡に至るなど危険です。
尿ケトン体が陽性のときは、なるべく早く医師に連絡し
ましょう。

体調の悪いときには尿糖検査の他に尿ケトン体検査を！！

 

エームス尿検査試験紙■尿中ブドウ糖検査用 

体外診断用医薬品 

エームス尿検査試験紙■尿中ブドウ糖・ケトン体検査用 

体外診断用医薬品 

尿糖検査に！ 尿糖・ケトン体検査に！
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